
３ 筆順を正しく習得させる指導について②（２年）

【
板
書
事
項
】

【
指
導
の
流
れ
】

１

漢
字
を
板
書
し
、
読
み
方
を
教
え
る
。

そ
の
際
、
一
画
目
を
白
、
二
画
目
を
黄
、
三

画
目
を
赤
（
以
下
、
白
、
黄
、
赤
の
順
で
変
え

る
）
と
チ
ョ
ー
ク
の
色
を
変
え
、
筆
順
を
視
覚

的
に
と
ら
え
さ
せ
る
。

「
『
里
』
と
い
う
字
で
す
。
筆
順
に
気
を
付
け

て
練
習
し
ま
す
。
」

２

空
書
き
を
し
、
書
き
取
り
練
習
を
す
る
。

「
里
は
七
画
で
す
。
空
書
き
を
し
ま
す
。
指
を

出
し
ま
し
ょ
う
（
空
書
き
）
。
ノ
ー
ト
に
練

習
し
ま
し
ょ
う
。
」

３

真
ん
中
の
縦
画
を
横
画
の
後
で
書
く
筆
順
の

き
ま
り
に
気
付
か
せ
る
。

「
里
の
上
の
と
こ
ろ
は
、
日
と
書
い
て
か
ら
縦

画
で
真
ん
中
を
通
し
て
書
き
ま
す
。
似
た
書

き
方
を
す
る
漢
字
に
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の

が
あ
り
ま
す
か
。
」

Ｃ
「
中
で
す
。
」

Ｃ
「
車
で
す
。
」

４

形
は
似
て
い
る
が
筆
順
の
き
ま
り
が
異
な
る

漢
字
に
つ
い
て
知
ら
せ
る
。

「
次
の
三
つ
の
漢
字
の
中
で
、
『
里
』
と
違
っ

て
真
ん
中
の
縦
画
を
横
画
の
後
で
書
か
な
い

字
が
一
つ
あ
り
ま
す
。
ど
れ
で
し
ょ
う
。

（
①
書

②
東

③
由
）
」

「
答
え
は
③
由
で
す
。
由
の
筆
順
は
田
と
似
て

い
ま
す
。
」

【
留
意
点
】

１

チ
ョ
ー
ク
の
色
分
け
で
は
、
あ
ま
り
に

多
く
の
色
を
使
う
と
筆
順
が
か
え
っ
て
分

か
り
に
く
く
な
る
。
予
め
児
童
と
順
番
に

つ
い
て
決
め
て
お
く
と
よ
い
。

２

「
一
、
二
…
」
と
、
一
画
ご
と
児
童
に

数
を
数
え
な
が
ら
空
書
き
さ
せ
る
。

ノ
ー
ト
に
練
習
さ
せ
る
際
は
、「
ふ
る
里
」

な
ど
、
熟
語
で
練
習
さ
せ
る
。

３

既
習
の
漢
字
か
ら
考
え
さ
せ
る
。
学
習

す
る
漢
字
（
今
回
は
「
里
」
）
と
似
た
左
右

対
称
の
漢
字
か
ら
考
え
さ
せ
る
と
よ
い
。

児
童
の
発
表
が
少
な
い
場
合
に
は
、
こ
ち

ら
か
ら
提
示
し
て
も
よ
い
。

４

既
習
の
漢
字
か
ら
考
え
さ
せ
る
。
「
半
」

「
牛
」
で
も
よ
い
（
「
東
」
「
書
」
は
縦
画

の
後
に
書
く
部
分
が
あ
る
が
、
「
里
」
の
下

の
横
画
も
縦
画
の
後
で
書
く
似
た
筆
順
の

漢
字
あ
る
）
。
こ
こ
で
は
、
左
右
対
称
の
漢

字
で
は
縦
画
を
後
で
書
く
こ
と
が
多
い
こ

と
と
、
し
か
し
な
が
ら
、
左
右
対
称
の
漢

字
す
べ
て
が
縦
画
を
後
で
書
く
わ
け
で
は

な
い
こ
と
の
二
点
を
押
さ
え
る
。


